
１７年度定期総会報告

５月２１日土曜日、快晴の中、昨年を上回る８７名の参加者により

福祉会館３階会議室にて定期総会を開催しました。

北川市長、新藤都議、星市議、西野市議はじめ多数のご来賓のもと、

熱心な討議が行なわれ、議案はすべて承認されました。

また、今回は特別講演「街づくりは夢作り」と題して元東京都建設

局西多摩建設事務所所長の横田氏の特別講演もあり、市民会議活

動の好スタートを切ることができました。

柳澤会長あいさつ

　「市民会議は、自治会やウイズユース、子ども会などの地域におけ

る活動のヨコ糸（連携）を通し、１６年度は活発に活動できたと思う。

新たに始まる１７年度の活動に対しても熱い期待とご協力をお願いし

たい」

議長に雨宮 久雄さん、議事録署名人に菅谷 厚史さん、幡垣 誠
さんを選出して議事を進行しました。

議案

第一号議案　 会則の一部改定の件

第二号議案 平成十六年事業報告

第三号議案　 平成十六年決算報告及び会計監査報告

第四号議案 平成十七年度事業計画（案）

第五号議案　 平成十七年度予算（案）

第六号議案　 役員選出

新役員

会長　 柳澤　安夫

副会長 西川　廣、金原　充臣、水村　行男、

櫻井　堅司、中野　光弘

会計 松本　淳、原　則行

監事 曽根　春海、大野　英径

顧問 奥隅　又一、山田　勝弘

表彰

多大なご寄付に対し、山田　勝弘さんに感謝状、記念品を贈呈し

ました。

来賓あいさつ

北川穣一昭島市長、星裕子市会議員、佐藤良三自治連副会長に

ご挨拶をいただきました。時間の都合により、他の来賓の方々はご紹

介のみとさせていただきました。

特別講演

「街づくりは夢づくり」と題して、元東京都建設局西多摩建設事務

所所長の 横田 協氏の特別講演を頂きました。
同氏は多くの都市計画、再開発事業に携わってきた経験をもとにお

話されました。横田さんは、地域の人々の熱意が多くの事業を成功

に導いた原動力であり、多くの行政上の壁も地域にとって有意義で

あることで解決すると断言されていました。

閉会のあいさつ（西川副会長）

「昨年の昭島警察署管内の犯罪件数はほぼ横ばいだが、中神地

区は減少していると聞いている。当市民会議の防犯パトロール活動

などによる抑止効果が働いているものと思われる。このような運動の

輪が市全域に広がっていけば「安心・安全な街」が実現できる。一人

でも多くの方に市民会議への参加・ご協力をお願いしたい。

市民会議ホームページに詳しく報告しています。ぜひご覧ください。

総務部会広報担当副部長 　北林　金作

連帯が災害を未然に防ぐ！（防災訓練）

生活防衛部会は、地域住民の防犯防災意識の向上が、自らの生

活を守る重要な要素と位置づけています。

防災訓練を実施します。家族の皆さんでご参加ください。

日時 ：６月２５日 (土)　午前１０時～１２時
場所 ：中神小学校体育館 ・校庭
内容 ：災害ビデオ上映、通報・消火訓練

協力 ：昭島消防署、昭島市消防団第一分団

共催 ：防犯協会中神支部・中神坂支部、生活防衛部会

　自治連第５、６ブロック自治会

後援 ：中神小・玉川小 PTA、
　ウィズユース中神・玉川

生活防衛部会部長　　　　櫻井　堅司

結核・エイズ問題講演会を二カ国語で実施します

結核・エイズ（ＨＩＶ）の予防

関心を持ち、正しく知ることが予防への第一歩です。

国内外の第一線でご活躍の先生から直接、お話していただきます。

日時 ：６月１８日（土） 午後２時～

場所 ：福祉会館３階（玉川町）

講師 ：（財）結核予防会 国際部副部長　大菅 克知氏（医師）

（財）結核予防会とは．．．

昭和 14年 4月 28日内閣総理大臣に賜った皇后陛下(香淳皇后)

の令旨を奉戴し、閣議決定により設立された公益法人です。

　 設立当初から、結核研究を基礎として、わが国における結核撲滅

のため全国にわたる組織をあげて活動してきましたが、近年におい

ては、結核対策に関する国際協力も幅広く行う一方、結核のみなら

ず肺がんその他非結核呼吸器疾患に関する学理的･臨床的研究に

も力を入れています。

　これらの事業は、国庫補助のほか多くの方々の善意の募金(複十

字シール募金)によって支えられています。(結核予防会HPから）
国際交流部会部長　　　　薄衣　修二
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総会参加の皆さん北川市長のご挨拶
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演者の横田氏



みんなで踊りの輪をつくりませんか

毎年、夏を迎えると地域のいろいろな所に舞台が設置されます。

楽しく踊る姿を見て踊ってみたいと思われた方も多いと思います。今

年の夏は、踊りの輪に加われるようにこの講習会で覚えてください。

日時 ：７月３日 (土)　午後１時～３時
場所 ：朝日会館

講師 ：阿木　富美子先生

曲目 ：昭島くじら音頭、盆ダンス

どなたでもご参加いただけます。特にご家族、小中学生の皆さん

をお待ちします。

芸能部会部長　　　井ノ口　栄司

地域の情報（地域活動部会ニュース）
第５、６ 新ブロック長

第５：交友自治会 　　　　山本　和男さん

第６：朝日町住宅自治会　　番場　弘さん

今年の秋には合同の運動会が開催されます。協力体制で臨みま

す。

地域活動部会部長　中野　光弘

向こうの地域活動はどんな風？
地域の資産を大切に活かし、地域の問題に取り組む。住んでいる

人達が元気になる面白い取組みが各地で行われています。その事

例をご紹介している、「わがまち元気」のサイトに報告されたアンケー

トを紹介します。

以下 http://www.wagamachigenki.jp/から抜粋

生活者の視点による地域活力・活性化に関するアンケート調

査結果の概要
　本調査は、元気な地域活動を紹介する「わがまち元気」サイトの運

営事業の一環として、平成 16年 9月～11月に、人口 20万人未満
の市町村（2,996）を対象として実施され、1,249 の自治体から回答
を得た（回収率 41.7％）。以下はその結果概要である。
（１）地域の現状評価

地域の活力低下を懸念する一方、祭・イベントや地域づくり活動は活

発化

1. ６割の自治体が地域コミュニティの崩壊を懸念
　地域コミュニティの崩壊に関して、「やや心配」（57.2％）、「か
なり深刻」（3.6％）と懸念を示す回答が 6割を占めている。

2. 過半の自治体で中心商店街の活力喪失がかなり深刻と評価
　中心的な商店街の活力喪失について、過半が「かなり深刻」

（53.0％）と回答。「やや心配」（36.2％）を合わせて、9 割近くが
活力喪失を懸念。

3. 祭り・イベントは活発化
　住民が力を合わせて取り組んでいる「伝統的な祭りや行事」が

あると答えた自治体は 76.1％、「イベント（伝統行事を除く）」は
80.3％。

4. 地域づくり活動は活発化
　地域づくり活動について、「活発になった」（31.3％）が、「活発
でなくなった」（7.6％）を大きく上回っている。

（２）元気度の評価
元気のバロメーターは祭・イベントと地域活動の活発さ

1. 市町村の元気度はやや後退
　「まちの元気度」に関する自己評価は、「元気」（46.8％）が、
「元気でない」（52.8％）をやや上回る。ちなみに、前回調査（平
成 14年）では「元気」は 58.1％。

2. 元気度評価のバロメーターは、祭り・イベントと地域活動
　元気と評価する根拠として、「祭りやイベントが活況」（50.4％）
と「住民主体の地域活動が活発」（42.1％）を挙げる自治体が特
に多い。

皆さんの中神の評価はいかがですか。次号では「元気対策」の方向

性の結果を紹介します。これからの活動のヒントがあるかもしれませ

ん

総務部会部長、まどあかり編集担当　　鈴木　卓也

※ 自体を変えてみました。今までとどちらが見やすいでしょうか。

ご意見お聞かせください。

国際交流の集い

毎月第４金曜日、朝日会館コミュニティルームにて開催。

月替わりで外国の方を中心にプレゼンテーションしています。

５月は「スコットランドの歴史、文化とアイデンティティ」のテーマ

で、Mr.George Campbell Murrayにお話いただきました。
６月２４日　１９時～

栃本　博さん（東京都健康安全研究センター主任）
　　「水のお話し」を予定しています。

おはなしのたね・なかがみ

　毎月第１土曜日　午前１０時～

　 朝日会館コミュニティールーム

子どもたちは３回聞きにくるとプレゼントをあげます。
保護者の方も一緒にお越しください。

本・プレゼントなどの購入に、書き損じはがきのご寄付をお願いしてい

ます。ご協力お待ちします。


